
今回は苗穂の皆さんと、�北海道大学の学生さんたちと�お話してきました。�

　かつては苗穂にも市電が
走っていましたが、地下鉄
の開通により廃止されてし
まいました。利便性、省エネ
ルギーの面からも優れてい
る市電をぜひ復活させてほ
しいです。�
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　市ではお母さんたちが交流
する「子育てサロン」という
取り組みを行っており、一部
で空き教室の利用もすでに始
まっています。こうした動きを
さらに発展させ、今ある施設
を有効に使うために、地域の
皆さんが声を上げ、行政とも
話し合っていくことが必要だ
と思います。�

　花を植えることによるまちづ
くりには、南沢のラベンダーや、
北２４条のフラワーポットなど、
多くの地域での特色ある取り
組みがあります。北８条通をフ
ラワーロードにする運動につ
いても、皆さん方がさまざまな
形で参加し､実現していただ
ければ素晴らしいですね。�
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　市電については、市民
議論を経て、存続という決
断をしました。その際市民の
方から環状化、延長といった
意見が出ています。今後は、
それらの経費と利用者増との
バランスや、経営主体など、さ
らに検討していきます。�

市電の復活を！�

ＪＲ線を挟んで中央区、東区にまたがり、�
工業地域として発展してきた苗穂。�

古い歴史を持つ地域だけに、今回の“おしゃべり”では�
具体的な提案がたくさん出され、地域に対する愛着の強さが感じられました。�

地域の交通事情から住民の交流に至るまで、�
さまざまな角度から幅広い話が交わされました。�

�

苗  穂�

5月12日（木）午後6時30分～　苗穂会館　  130人参加�

空き教室の有効利用を！�

北8条通を華やかに！�

産業拠点・苗穂のまちづくり�

　ビール園の前を通る北８
条通には花が植えられてい
ます。これをもっと東に延長し、
華やかにすることが、地域
にとっても、観光客にとって
も有効だと思います。�

　小学校の空き教室を高齢者
と子供に開放してほしいと思い
ます。地域の図書館としての機
能や、気軽に囲碁やおしゃべり
ができる場所として活用すれば、
地域住民同士のコミュニケーシ
ョンがますます深まるのではない
でしょうか。�
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